
登録コード 開講年度

担当教員授業題目

英文授業名 副担当

単位数 講義期間 曜日・時限 対象学生

講義室 授業形態 備考

信大コンピテンシー

FSE05500 2026

化学・材料特別実験Ⅰ 佐藤　高彰 他

Advanced Experiments on Chemistry and Materials I 　

2 前期(集中) 集中･不定期

　 実験

非該当

(1)授業の達成目標 【ディプロマ･ポリシー】 ⇔ 【授業の達成目標】
26FSｶﾘ･繊維学

【専攻】専門分野における深い学識に基づく，卓越した実践的 専門分野における深い学識に基づく，卓越した実践的技術力お
技術力および研究能力 よび研究能力

⇔

(2)授業の概要 担当教員の専門分野に関して基本的な実験手法の解説を行い、実験実習を通じて実際の手法を修得する。
集中形式で行い合計６０時間の実験を実施する。修士課程の前期で受講すること。

(3)授業計画 各研究室の研究計画に沿って進める。
・ガイダンス（各専門分野における実験の目的の解説）、文献調査（全教員）����
・実験の安全性に関する解説（全教員）����
・実験法に関する文献調査（全教員）����
・実験法に関する文献調査のまとめと検証（全教員）　　����
・実験計画の立て方に関する解説と実習（全教員）　　����
・化学・材料に関する実験法および機器利用手続きの説明（全教員）　����
・化学・材料に関する実験法および機器操作法の説明と実習（全教員）����
・実験計画の検証法に関する解説（全教員）����
・実験データのまとめ方に関する解説と実習（全教員）����
・実験データに関するプレゼンテーションの解説と実習（全教員）����

(4)成績評価の方
法

実験実習への取り組み態度、レポートやプレゼンテーションの内容を総合的に判断して評価する。

得点率による評価基準は次の通りとする。
９０％以上　秀、　８９－８０％優、　７９－７０％　良、６９－６０％　　可、５９％以下　不可。

(5)成績評価の基
準

以下の基準に基づき評価する
１．課題の把握と理解
(a) 研究課題が関係する研究分野を代表する他研究グループの論文が十分に理解できている。
(b) それらの論文が明らかにした事を理解している。
(c) それらの論文では解決されていない課題や問題が把握できる。
(d) 研究課題が明らかにしようとすることが理解できている。
２．目的の設定と理解
(a) 研究の目的が明確に把握できている。
(b) 目的が達成されたときの効果や意義（インパクト）が理解できている。
３．手段の設定と理解
(a) 目的を達成するための手法・手段を設定できている。
(b) 仮説を立てることができる。
４．問題解決のための実験と考察
(a) 継続的に必要量の実験が行われている。
(b) 実験データを評価することができる。
(c) 実験データについて議論できる。
(d) 報告会で実験データや結果を説明する資料を作成することができる。
(e) 報告会で実験データや結果を説明する資料をわかりやすく説明できる。
５．その他　自ら発案して指導教員と議論できる。

(6)事前事後学習
の内容

(7)履修上の注意 指導教員に従って行動すること

(8)質問,相談への
対応

指導教員が対応する。

(9)授業の形式 指導教員が決定する。

(10)学生へのメッ
セージ

【教科書】 指導教員が決定する。

【参考書】 指導教員が決定する。


